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課題提案プレゼン(～2019)
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「自分たちのチカラで水戸の未来を変える」
水戸市役所交通政策課 須藤文彦様

「ワインを使った水戸のプロモーション」
Domaine MITO株式会社 宮本紘太郎

様

「若者・よそ者で里美の地域おこし活動」
2018さとみ・あいﾘｰﾀﾞｰ 江口紗姫さん

「ICT学修ツールの提案」
NTTコミュニケーションズ株式会社

吉川昌吾様

2019年度の課題提案プレゼンのスナップから
いくつかを選んで提示します

この年までは対面で実施していました

課題提案プレゼン(2020)

3

2020年度は
リモートでの
ご提案と
なりました

質疑応答メモ
フォーム

(HP資料庫[211])
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質疑応答
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2019年度の質疑応答の様子です
企業説明会等でよく見られる「ブース形式」をイメージして行っていました

質疑応答
(2020)
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2020年度は
文字による
やりとりと
なりました
一例を提示
します

学生からの質問 Domaine MITO様のご回答
水戸のツアーというのはワインも含めた、
様々な観光地のツアーということなのでしょう
か？

その通りです。「ワイン」と「水戸」は必須と考えるのが自然ですね。
「水戸がもっと元気になるように」と考えた時、人が集まって交流することが欠かせないという発想があります。つまり、課題は、外から水戸に来る人の数が少
ないということです。課題解決策の一つとして、ツアーがあります。観光ツアー客に水戸の良さを体験してもらい、リピートや移住に繋げます。
そう考えると、ワインを含めて、水戸の魅力を感じることができるルートが必然ですね。
水戸の魅力は何か、そのためにはどの観光地（スポット、体験）に行けばよいか、という視点で考えると良いと思います。

行われているワインツアーは割合的にはワ
イン工場の見学やぶどう農園の見学などワ
インメインのものが多いのでしょうか？　他の
観光地も含めたツアーが多いのでしょうか？

ワインメインです。
プレゼンでもお示ししたように、消費者がワイナリーへ関心を持っていて、足を運ぶことが多い現状があり、ワインは集客力があるというのが前提です。
ワインを“きっかけ”として水戸に来た人に、水戸にはさらに魅力的なモノやコトがたくさんあることを実感してもらい、再び訪れたくなるようなツアーを目指し
ています。

なぜ水戸で農業をするのでしょうか？　ツ
アーを通して水戸という地域と農業という分
野の両方をアピールできるからなのでしょう
か？

ご指摘の通りです。（ワインも農産品ですね、工業製品というよりは）
水戸の魅力の一つに、「都市部」と「農村部」が近接している点があります。
偕楽園、千波湖もあるし、利便性のある街に住みながら、自然を満喫できる環境で生活を送ることが可能です。
東京や首都圏で生活する人で、こういう環境にあこがれる人は、少なくありません。つまり、魅力的だということです。
さらに、水戸市の農産出荷額は、茨城県内で第5位。茨城県は全国第3位もしくは2位。実は、農業も大きな産業なのです。
水戸と農業を、別個に考えるか、一括して捉えるか、プロジェクトの中で検討していくと、新しいアイデアが出てくると思います。

いつ頃から水戸産・茨城産のワインを作り始
めたのでしょうか？

2015年10月に会社を設立し、翌2016年8月に醸造を開始、同年11月3日に最初のワインをリリースしました。
その前からも、ワインのプロジェクトは動いていました。
茨城県内では、2010年ころからワインの新しい動きがあり、賛同する人が増えていき、2016年には「いばらきワイン産業連絡協議会」を設立し、情報交換
や勉強会、共同販促などを展開しています。

茨城県産のブドウを水戸で加工しているとい
う事でしょうか？

県内で造られたぶどうのほか、山形県産のぶどうも原料としています。
ぶどうを泉町のワイナリーに運び、潰すところから壜詰めしてラベルを張って商品化するところまで、同所内で一元管理しています。

水戸産・茨城産のワインというのを初めて聞
きました。県内にはどのくらい出回っている
のでしょうか？　また、全国には流通してい
るのでしょうか？

弊社のワインのほか、いくつかワイン生産者がありますが、全体を合わせても数量が多くないので、まだまだ認知度は低いと思います。
弊社のワインも、水戸市内がほとんどで、東京に少し流れいてます。
イベントでの販売が多いので、固定ではまだまだこれからです。

泉町には多くの魅力的な店舗があります
が、商店街・商工会と連携して活動を行って
いくことはありますか？

もともと商店街（泉町二丁目商店街振興組合）のプロジェクトが、独り立ちしてきている状態です。
水戸は、商工会ではなく、商工会議所を設置しています。水戸商工会議所は、さまざまな連携をしています。イベント出店は、さまざまな会議など。
それぞれの会員のようなものですから、一緒に進んでいくというか…
連携は、いろいろなところで、いろいろな形で、進めています。
自分たちだけでは実現できないことも、協働して対処しています。

私は「地域復興にワイン産業は最適」と別の
機会に聞いたことがあったのですが、水戸
でワインを産業にしていく場合、水戸市で行
われるイベントや市内の施設と連携して事
業を展開していくこともあり得ますか？

全区各地でワイナリーが出現しており、ここ数年は、年間100件以上新設されています。その中には、東日本大震災の後に、復興などの志の元にできた
ところも多々あります。民間だけでなく、行政主体や、官民一体のプロジェクトもあります。
それぞれ固有の事情やミッションがあるので、その目的に沿った活動を展開しているので、具体的なアクションは異なりますが、地域といったとなって動い
ているのは間違いないと思います。
弊社も、周りを巻き込んで、連携というよりは、一体的に動いていくように、あるいは率先して動いていけるように、体制を整えているところです。
いろいろなイメージがあると思いますし、スケール感もあるので、ぷろじぇくを勧めながら議論できると良いと思っています。

未成年者はワインを飲んだり、楽しんだりす
ることは法律上難しいと思うのですが、地域
の子供たちに対してはこれまでの活動でど
のようなアプローチをしてきたのでしょうか。

“地域の”子供たちというと、まだ実績はありません。
子供、未成年者は、大人も含めて、飲むところよりも、造るところに入って体験してもらっています。ぶどうを潰したり、発酵を見学したり。
“地域の”子供たちでいうと、構想としては、小学校で敬老の日に向けて、おじいちゃんおばあちゃんの絵を描いたラベルを作ってもらい、オリジナルラベル
のワインを敬老の日にプレゼントしてもらうというのがあります。また、5年生の「1/2成人式」で、生徒がオリジナルワインを造って、10年間保管し、成人式で
乾杯してもらうという企画も、考えています。

提
案
内
容

御
社
の
業
務

取
り
組
み


